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１ 建設副産物情報交換システムの目的及び位置づけ 
 
１.１ 建設副産物情報交換システムの開発経緯と目的 

特定の建設資材について、分別解体等及び再資源化等を促進するための措置を講じるととも

に、解体工事業者の登録制度を実施すること等により、資源の有効な利用の促進及び廃棄物の

適正な処理を確保することを目的とした「建設工事に係る資材の再資源化に関する法律(建設リ

サイクル法)が平成 12 年 5 月 31 日に交付されました。平成 13 年 1 月 17 日には、国土交通省、

農林水産省、経済産業省、及び環境省が共同で同法に基づく基本方針を策定し、建設副産物の

リサイクル推進に向けた新たな基本的考え方、目標および具体的施策を明らかにしました。こ

の基本方針において、特定建設資材廃棄物の再資源化施設の稼動状況等の情報提供が十分なさ

れるように、インターネット等を活用した情報交換システムの整備の支援について明示されま

した。 

これら建設副産物を取り巻く環境の変化を受け、国土交通省では、循環型社会の構築を目指

して「建設副産物情報交換システム」を開発し、平成１４年度に全国運用を開始しました。建

設副産物情報交換システムは、工事発注者、排出事業者及び処置業者間の情報交換により、建

設副産物にかかる需給バランスの確保、適正処理の推進、リサイクルの向上を図ることを目的

としたＷＥＢオンラインシステムです。 

 
 
１.２ 建設副産物情報交換システムの位置づけ 

今後、高度成長期に建設された建物等の更新期を迎えることなど建設廃棄物の排出量が増大

することが見込まれており、建設副産物のリサイクルや減量を促進することが緊急の課題とな

っています。 

国土交通省が策定した「建設リサイクル推進計画 2008」（平成２０年４月）では、同計画の

フォローアップを行うため「建設副産物実態調査」を適宜実施し数値目標の達成状況を評価す

ることとしており、建設副産物情報交換システムを、国土交通省が実施する「建設副産物実態

調査」（センサス）に対応した全国規模のシステムとして位置づけ、積極的な導入・活用する

ことが示されています。 

 



 

２ 建設副産物情報交換システムの利用イメージと適用範囲 
 

建設副産物情報交換システムは、公共工事発注者、排出事業者、処理業者の各種サービス（情報

交換）を実現しています。 
これらの情報を充実させるためには、利用者間の協力が不可欠となります。 

 
 

ＪＡＣＩＣ 

建設副産物情報センター 

・システム管理 

・問い合わせ対応 

・工事情報の検索

・施設情報の検索

処理業者 
（再資源化施設） 

排出事業者 
（施工業者・解体工事業者）

・施設情報の検索 

―建設リサイクルガイドライン様式― 

• 建設リサイクル法届出様式 
• 再生資源利用［促進］計画書（実施書） 

ＣＲＥＤＡＳの活用による提出書類の省力化

・建設副産物の搬出計画 
および、実施情報の登録 

・再生資材の利用計画 
および、実施情報の登録 

・施設情報の登録

・工事情報の検索 

・自登録工事の

CREDAS情報の集計

提出・報告 

・調査価格情報 

の登録 

・施設情報の検索 

・工事情報の検索 

・調査価格情報の検索 

・自機関発注工事の 

CREDAS情報の集計 

発注機関 
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項 目 適 用 範 囲 

再
生
資
材
利
用
（
詳
細
） 

以下の対象副産物を材料とする再生資材を 

再資源化施設より搬入する場合 

● コンクリート塊 

● アスファルト・コンクリート塊 

● 建設発生木材 

● 建設汚泥 

● 建設混合廃棄物 

副
産
物
シ
ス
テ
ム 

建
設
副
産
物
搬
出
（
詳
細
） 

以下の対象副産物を再資源化施設または最終処分場に 

搬出する場合 

● コンクリート塊 

● アスファルト・コンクリート塊 

● 建設発生木材 

● 建設汚泥 

● 建設混合廃棄物 

建
設
資
材
利
用 

以下の建設資材（新材を含む）を利用する場合 

● コンクリート    ● コンクリート及び鉄から成る建設資材 

● 木材        ● アスファルト混合物 

● 土砂        ● 砕石 

● 塩化ビニル管・継手 ● 石膏ボード 

● その他の建設資材 

対
象
再
生
資
材/

対
象
建
設
副
産
物 

Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｓ 

建
設
副
産
物
搬
出 

以下の建設副産物が発生・搬出する場合 

● コンクリート塊 

● 建設発生木材Ａ(柱、ボードなどの木製資材が廃棄物となったもの) 

● アスファルト・コンクリート塊 

● その他がれき類 

● 建設発生木材Ｂ(立木、除根材などが廃棄物となったもの) 

● 建設汚泥       ● 金属くず 

● 廃塩化ビニル管・継手 

● 廃プラスチック(廃塩化ビニル管・継手を除く) 

● 廃石膏ボード     ● 紙くず 

● アスベスト(飛散性)  ● その他の分別された廃棄物 

● 混合状態の廃棄物(建設混合廃棄物) 

● 第一種建設発生土 ● 第二種建設発生土 

● 第三種建設発生土 ● 第四種建設発生土 

● 浚渫土（建設汚泥を除く） 

対象地域 全 国 

公共 

工事 

発注者 

公共工事発注者 

● 国の機関 

● 都道府県、政令市 

● 市区町村 

● 独立行政法人 等 
排出 

事業者 建設工事、解体工事の施工者 

利 

用 

者 

処理 

業者 

廃棄物処理法に規定する産業廃棄物処理業者 

および、特別管理産業廃棄物処理業者の処理施設 

（土質改良プラント、最終処分場、再資源化施設を含む） 
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３ 建設副産物情報交換システムの機能について 
 

建設副産物情報交換システムの機能概要は、以下に示すとおりです。 
 

機  能 利用概要 

工事情報の 
登録・更新・削除 

[副産物システム・ＣＲＥＤＡＳ共通] 

○工事概要情報 

再生資材利用、建設副産物搬出を行う工事の情報 

（工事発注者、請負会社情報、工事名、工期 等） 

[副産物システム] 

○建設副産物情報交換システム情報登録 

再生資材利用（詳細）、建設副産物搬出（詳細）の計画・実施情報 

（再生資材種類、年度別利用量、建設副産物種類、年度別搬出量 等）

[ＣＲＥＤＡＳ] 

○ＣＲＥＤＡＳ情報登録 

建設資材利用、建設副産物搬出の計画・実施情報、10 条様式 

各種書類の作成機能（印刷用）、提出用ファイル作成機能、登録証明書

の印刷 

（建設資材規格、利用量、搬出量 等） 

○重複データのチェックと削除 

重複の可能性のあるデータを検索し、重複した工事を削除 

工事情報の 
集計機能 

○ＣＲＥＤＡＳ情報の集計機能 

自らが登録した（自社のユーザ ID で登録）ＣＲＥＤＡＳ情報について、

以下の集計結果を表示。集計結果ファイルのダウンロード。 

①登録工事件数：登録工事総数、計画書の登録工事件数、実施書の登録工事

件数 

②リサイクル実績リスト（総括表）： 

・建設資材利用量、再生資源利用率(現場内利用含む) 

・建設資材利用量、再生資源利用率(現場内利用含む:但し、100％現場内利

用を除く) 

・建設資材利用量、再生資源利用率(現場内利用除く) 

・建設副産物発生量、再生資源利用促進率(発生量ベース) 

・建設副産物搬出量、再生資源利用促進率(搬出量ベース) 

③リサイクル実績リスト（詳細表）： 

・各建設資材の利用量、新材利用量、再生材利用量、再生資材利用率 

・各建設副産物の発生量、現場内利用量・減量化量、現場外搬出量、再生

資源利用促進量、最終処分量、再生資源利用促進率 

④運搬距離：各建設副産物の搬出先区分別の加重平均運搬距離 

 搬出先区分：再資源化施設または他の工事現場への搬出／最終処分場への

搬出／合計 



 

 5

機  能 利用概要 

工事情報の検索 

○地図検索 

地図画面において、自工事、他工事別に発注機関等の工事に関する条件

により検索。地図上に表示される工事マークを選択することで、工事情

報（地図検索）が表示され、チェックリストの内容確認※、工事情報の

確認・更新※・削除※、各種書類の印刷※、提出用ファイル作成※、登

録証明書の印刷※が可能。 

※自工事の場合のみ。ただしチェックリストの内容確認は自工事で依頼

中の場合のみ 

○道のり検索 

検索の中心となる起点及び検索の範囲（半径）と、発注機関等の工事に

関する条件により検索。検索結果として、起点から工事までの道のり及

び工事情報を表示。 

○文字検索 

工事 ID で検索するか、発注機関等の工事に関する条件により検索。検索

結果として、工事情報を表示。 

施設情報の検索 

○地図検索 

地図画面において再資源化施設及び最終処分場の施設種類等の処理施設

に関する条件により検索。地図上に表示される施設マークを選択するこ

とで、処理施設情報を表示。 

○道のり検索 

検索の中心となる起点及び検索の範囲（半径）と、処理施設の種類等に

関する条件により検索。検索結果として、起点から処理施設までの道の

り及び工事情報を表示。 

○文字検索 

検索したい住所（都道府県・市区町村）と処理施設の種類等に関する条

件により検索。検索結果として、指定した住所内の処理施設情報を表示。

 
 

 



 

建設副産物情報交換システム データ登録の流れ 

 

 システムへアクセス  
建設副産物情報交換システムへインターネットからアクセスしてください。 
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 工事概要（副産物システム・ＣＲＥＤＡＳ共通） 
工事データを新規で登録する場合、すべて、工事概要（計画情報）からの登録になります。 

 

 

 建設副産物情報交換システム情報登録  
登録する工事が、「コンクリート塊」「アスファルト・コンクリート塊」「建設汚泥」「建設発生木材」「建設混

合廃棄物」の対象副産物を利用又は、搬出する場合は『建設副産物情報交換システム情報登録』を行ってください。 
○再生資材利用（詳細）計画又は実績  ○建設副産物搬出（詳細）計画又は実績 

Ｐ．７ 

Ｐ．９ 

Ｐ．１０ 

Ｐ．１２ 

 

 ＣＲＥＤＡＳ情報登録  
「再生資源利用［促進］計画書（実施書）」「１０条様式」「１１条様式」「搬出先調査」の登録又は、様式の提

出を発注者から指示されている場合は、『ＣＲＥＤＡＳ情報登録』を行います。 
○建設資材利用  ○建設副産物搬出  ○各種書類の印刷  ○提出用ファイル作成 

 

各情報とも実施まで、入力を行ってください。 
 

 情報を修正する  

 

 計画情報を実施情報へ変更する  
 

 チェックリストを作成する 
 

 工事登録証明書の作成   

Ｐ．１４ 

Ｐ．２１ 

Ｐ．１５ 

 

 各種書類の印刷  

 

 提出用ファイルの作成  

 

 各種検索を行う  
   

 地図による検索を行う   

 
 工事修正依頼に対応する  

 
 自登録工事の集計を行う  

 

Ｐ．２３ 

Ｐ．２５ 

Ｐ．１９ 

Ｐ．２７ 

Ｐ．３８ 

Ｐ．３１ 

Ｐ．１６ 



 

 
４ システムへログインする 
 
建設副産物情報交換システムへログインするには、下記の手順で行います。 
 
 

① 建設副産物情報交換システムへアクセスする。 

１） Internet Explorer を起動し、インターネットへ接続してください。 

２） http://www.recycle.jacic.or.jp にアクセスしてください。 

３） 図 1 のような画面が表示されますので、 副産物システム  のボタンをクリックしてください。 

 

 

② ユーザーID とパスワードを入力する。 

図 2 のような画面が表示されますので、ユーザーID とパスワードをそれぞれ入力し、 ログイン ボタンをクリックします。 
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※ ユーザーID およびパスワードは、半角英数字での入力が必要です。 

※ パスワードは「＊」で表示されます。 

【図１】 

【図２】  

 
 

ご利用上の注意点！ 
送付したユーザーID・初期パスワード通知書はデータのセキュリティ上大変重要なものです。 
通知書はご利用代表者の方が責任をもって十分な管理をお願いします。 



 

 

③ ログイン履歴を確認する。 

これまでのログイン履歴が表示されます。ログインを続けるには、画面下の 確認 ボタンをクリックします。 
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④ 下記の画面が表示されたらログイン完了です。 

【図３】 

【図４】  

【着信情報がないとき】  

 

 

 

 

 
【着信情報があるとき】

 



 

 
５ 新規で工事データの登録を行う（計画情報） 
 
５.１ 工事概要（副産物システム・ＣＲＥＤＡＳ共通）の新規入力 
 

新規工事を登録します。 
① 新規工事データを登録します。 新規登録 ボタンをクリックしてください。 
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② データを登録します。 

≪工事概要（副産物システム・ＣＲＥＤＡＳ共通）≫画面に変わります。 

工事概要は、【発注者情報】【請負者情報】【工事概要】から構成されています。 

工事概要を登録しないと先は進めません。必ず工事概要を登録してください。（赤文字は必須項目です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力が済んだら、 更新 ボタンをクリックします。  更新 ボタンをクリック！ 

 



 

 
５.２ 建設副産物情報交換システム情報の新規入力 
 

以下の対象副産物を利用又は搬出する場合は、必ず［副産物情報交換システム情報］の入力を行ってください。 
   

【対象副産物】 
○コンクリート塊 ○アスファルト・コンクリート塊 ○建設汚泥 ○建設発生木材 ○建設混合廃棄物 

①  副産物システム をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 再生資材利用詳細を登録します。 

 追加 ボタンをクリックしてください。 

(建設副産物搬出詳細を登録するときは、 建設副産物搬出（詳細） ボタンをクリックしてください。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 再生資材の発生年度・施設・品目を登録します。 

入力が済んだら 更新 ボタンをクリックしてください。 
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④ ≪再生資材利用詳細計画≫画面に変わります。 

 入力 ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 施設を選択し、再生資材の数量を登録します。 

入力が済んだら、 更新 ボタンをクリックしてください。 
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≪再生資材利用詳細計画≫画面に変わります 

 

CREDAS 情報の登録に移る場合は

一度 工事概要 ボタンをクリック

し、≪工事概要≫画面に戻ります。



 

５.３ ＣＲＥＤＡＳ情報の新規入力 
 
［建設副産物情報交換システム情報］のデータ入力後（対象副産物がない場合は未登録でも良い）、必要に応じて［ＣＲ

ＥＤＡＳ情報］の入力を行ってください。ここで、入力した内容が［各種書類の印刷］機能又は、［提出用ファイル作成］機能

で作成されます。 

 
①  ＣＲＥＤＡＳ ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 建設資材利用を登録します。 

(建設副産物搬出を登録するときは、  建設副産物搬出 ボタンをクリックしてください。) 

ここでは、「土砂」を登録します。 土砂 ボタンをクリックしてください。 
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③  追加 ボタンをクリックしてください。 

 

 



 

 

④ 建設資材の利用計画を入力してください。 

入力が済んだら、 更新 ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 確認画面が表示されます。 ＯＫ ボタンをクリックしてください。 
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６ 登録済工事情報を修正する 
 

既に登録されている工事データに対して、修正を行う場合は、こちらの方法で行ってください。 
 

①  工事検索 ボタンをクリックしてください。 
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② 検索条件を入力します。 

 確定 ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 更新したい対象工事を工事概要一覧から選択し、 入力 ボタンをクリックしてください。 

検索条件を絞り込みすぎると、検索した

い工事情報が工事概要一覧上に表示

されない可能性があります。貴社の登録

工事が多い場合を除いて全て「指定な

し」で検索することをお奨めします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ ≪工事概要（副産物システム・ＣＲＥＤＡＳ共通）≫画面が表示されますので、必要に応じて情報の更新を行ってく

ださい。 

 



 

 

７ 登録済の計画情報を実施情報へ変更する 
 

既に登録されている計画の工事情報を実施情報へ変更するためには、こちらの方法で行ってください。 

また既に登録されている計画の工事情報を表示するには14ページ「６登録済工事情報を修正する」をご参考ください。 

 

① 工事概要の[実施]タブをクリックしてください。 
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② 確認画面が表示されます。 ＯＫ ボタンをクリックしてください。 

 

 

   

③ 工事概要の[実施]画面に切り替わります。 

登録内容を確認、変更があれば修正し、入力が済んだら 更新 ボタンをクリックしてください。 

その後、 副産物システム 、 ＣＲＥＤＡＳ をクリックし、登録が必要な項目について入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
８ チェックリストを作成する 
 
 建設副産物実態調査（センサス）に対応したチェックリストの作成ができます。 

 
① 「工事概要（副産物システム・ＣＲＥＤＡＳ共通）」画面から  ＣＲＥＤＡＳ ボタンをクリックし

ます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②  各種書類の印刷 ボタンをクリックします。 
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③ チェックリストにチェック ﾚ を付けて、 確定 ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ ウィンドウが表示されましたら、［保存先］を指定し 保存 ボタンをクリックします。 

ダウンロードしたファイルは、自己解凍（EXE）形式で圧縮されています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注意：パソコンの設定によってはこの画面が表示されない場合があります。 
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⑤ 保存されたファイルをダブルクリックすることでファイルが解凍できます。 

次に解凍されたファイルをダブルクリックすることでチェックリストが表示されます。 

チェックリストの内容を確認し、必要ならば工事情報の修正をしてください。 

チェックリストに関する解説は「チェックリスト解説書（ＣＯＢＲＩＳ排出事業者用）」をご覧くだ

さい。 

※『チェックリスト解説書』は、建設副産物情報センターホームページの「各種マニュアル等（ダウ

ンロード）に用意してあります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥ 修正後、チェックリストを再度作成し、エラーがないかを確認してください。 

ただし必ずしも「検索対象にエラーがありません」と表示させるために修正する必要はありません。

（場合によりチェックリストに警告が残る場合があります。） 
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９ 工事登録証明書の作成 
 

建設副産物情報交換システムに工事情報を登録したことを証明する『工事登録証明書』の作成を行うことができます。尚、

作成したファイルはEXE形式となっており、解凍すると更にＰＤＦ形式となります。 ※注意！ ＰＤＦ形式をみるにはAcrobat 

Reader もしくは Adobe Reader が必要です。（入手先：http://get.adobe.com/jp/reader/） 
 

①  工事検索 ボタンをクリックしてください。 
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② 検索条件を入力します。 

   確定 ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 作成したい工事の[登録証明書の印刷]の 印刷 ボタンをクリックしてください。 

検索条件を絞り込みすぎると、検索した

い工事情報が工事概要一覧上に表示

されない可能性があります。貴社の登録

工事が多い場合を除いて全て「指定な

し」で検索することをお奨めします。 

 
 
 
 
 
 
 



 

 
④ ウィンドウが表示されますので、［保存先］を指定し［名前］を付けて 保存 ボタンをクリックしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 注意：パソコンの設定によってはこの画面

が表示されない場合があります。  
 
 

⑤  保存されたファイルをダブルクリックすることでファイルが解凍できます。 
再度、解凍されたファイルをダブルクリックすることで工事登録証明書が表示されます。 

 
 
 

注意：工事登録証明書

の作成日は証明書

をダウンロードした日

付が入ります。 
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１０ 各種書類の印刷（作成） 
 

ＣＲＥＤＡＳでは、建設リサイクル法等に対応した各種書類の作成を行うことができます。尚、作成したファイルは EXE 形式と

なっており、解凍すると更にＰＤＦ形式となります。 ※注意！ ＰＤＦ形式をみるには Acrobat Reader もしくは Adobe 

Reader が必要です。（入手先：http://get.adobe.com/jp/reader/） 

 

 
①  ＣＲＥＤＡＳ ボタンをクリックしてください。 
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②  各種書類の印刷 ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 作成したい書類の様式にチェック  ﾚ を付けて、 確定 ボタンをクリックしてください。（複数選択可能） 

  



 

 

④ ウィンドウが表示されますので、［保存先］を指定し［名前］を付けて 保存 ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注意：パソコンの設定によってはこの画面

が表示されない場合があります。  
⑤ 保存されたファイルをダブルクリックすることでファイルが解凍できます。 

再度、解凍されたファイルをダブルクリックすることで作成された書類が表示されます。 

CREDAS の項目が正しく入力されて

いないと、ここで作成された書類も正

しく表示されません。 
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１１ 提出用ファイルの作成 
 

『建設副産物実態調査』で提出するファイル形式の出力ができます。また、作成したファイルは、ＣＲＥＤＡＳ入力システムで

取込むこともできます。 

  
①  ＣＲＥＤＡＳ ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  提出用ファイル作成 ボタンをクリックしてください。 
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③ ウィンドウが表示されますので、 保存 ボタンをクリックします。 

次に任意の[保存する場所]を選択し、保存ボタンをクリックします。 

  

注意：ここで作成した「提出用ファイル」は直接ファイルを開いて内容を確認することはできません。 
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１２ 検索方法 
 

建設副産物情報交換システムでは､各種検索機能をご利用いただけます。 

［検索機能］ 

○ 工事・施設情報検索（地図） 

○ 工事情報検索（道のり） 

○ 工事情報検索（文字） 

○ 施設情報検索（道のり） 

○ 施設情報検索（文字） 
 

ここでは、施設情報検索（道のり）で説明いたします。 

① 施設情報検索 道のり ボタンをクリックしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 検索条件を入力します。 

入力が済んだら 確定 ボタンをクリックしてください。 
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③ ≪処理施設一覧（道のり検索）≫画面が表示されます。 

参照したい処理施設の 表示 ボタンをクリックしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

処理施設の［処理事業者情報］［業許可情報］等の情報が表示されます。 

また、当画面より［受入料金］［販売料金］の情報も参照できます。 
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１３ 工事・施設情報検索（地図） 
 

工事・施設情報地図検索では、工事および処理施設の検索条件を設定し、本システムに登録されている工事情報、お

よび施設情報について検索します。 
検索結果として、検索条件に該当する工事、および処理施設のマークが地図上に表示されます。 

 
① 「各種検索機能」ボタンの工事・施設情報の 地図検索 ボタンをクリックしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 地図検索するための「地図検索」画面が表示されます。 

「自工事」、「他工事」、「処理施設」の各検索条件を設定後、 この条件で再検索 ボタンをクリックしてください。 
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③ 検索条件に該当する工事、および処理施設のマークが地図上に表示されます。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【工事マークを選択】 

④ 地図上の工事マークにカーソルをあわせると、工事名等がポップアップ表示されるので、選択した工事のポップアップを 

クリックしてください（画面下部に工事概要が表示されます）。 
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⑤ 工事の各種処理を行うための「工事情報（地図検索）」画面が表示されます。 

処理する機能ボタンを選択しクリックしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【処理施設マークを選択】 

⑥ 地図上の処理施設マークにカーソルをあわせると、処理施設名等がポップアップ表示され、処理施設名等のポップアップ 

にカーソルをあわせると該当処理施設の施設種類がポップアップ表示されるので、選択した施設種類のポップアップをク 

リックしてください（画面下部に処理施設概要が表示されます）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 29



 

 

⑦ 選択した処理施設の施設種類の処理事業所情報画面が表示されます。 
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１４ 工事修正依頼に対応する 
 

「副産物システム 工事修正依頼のお知らせ」のＥ－Ｍａｉｌや、システム接続時に着信情報画面上で「発注者からの修正依

頼」がある場合、以下の手順に従い工事の修正を行ってください。 

【副産物システム 工事修正依頼のお知らせ】 
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 建設副産物情報交換システム 

ご利用担当者 様 

平素は、建設副産物情報交換システムをご利用いただきまして誠にありがとうございます。 

本システムに登録していただいた工事情報（CREDAS）について、発注者から確認・修正

の依頼及び発注者への連絡を本システム上で行っていただきますようお願い申し上げます。 

 

1. 対象の工事 

工事名：舗装工事 

工事場所：東京都港区 

工期（着工）：H21/4/8  （竣工）：H21/9/25 

 

2. 発注者からのコメント 

 

3. 手順の概要 

（１）建設副産物情報交換システムにログインしてください。 

（２）対象工事のチェックリストを確認してください。 

（３）必要に応じて修正を行ってください。 

（４）確認・修正が終わりましたら「発注者に連絡」ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 副産物システム 工事修正依頼のお知らせ（Ｅ－Ｍａｉｌ本文） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 着信情報画面（発注者からの修正依頼） 

 



 

 
① システムへログインし、着信情報画面にある 内容確認 ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 工事概要の画面にある 内容確認 ボタンをクリックしてください。 
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③ チェックリストの内容確認画面が立ち上がりますので、 チェックリスト出力 ボタンをクリックし、チェックリス

トのダウンロードを開始してください。 

 

チェックリストを確認の上、訂正を行ってください。  

発注機関からのコメントが表示

されます。 
確認して対応してください 
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④ ファイルのダウンロードが開始されたら、 保存 ボタンをクリックしてください。 

次にファイルの保存先を指定し、 保存 ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 保存されたファイルをダブルクリックすることでファイルが解凍できます。 
次に解凍されたファイルをダブルクリックすることでチェックリストが表示されます。 
チェックリストの内容を確認し、必要ならば工事情報の修正をしてください。 
チェックリストに関する解説は「チェックリスト解説書（ＣＯＢＲＩＳ建設会社用）」をご覧ください。 
※『チェックリスト解説書』は、建設副産物情報センターホームページの各種書類に用意してあります。 
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⑦ 再度、 チェックリスト出力 をクリックし、エラーがないかを確認してください。 

ただし必ずしも「検索対象にエラーがありません」と表示させるために修正する必要はありません。（場合によりチ

ェックリストに警告が残る場合があります。詳しくは「チェックリスト解説書（ＣＯＢＲＩＳ排出事業者用）」をご

覧ください。） 

  ※『チェックリスト解説書』は、建設副産物情報センターホームページの「各種マニュアル等（ダウンロード）」に 

用意してあります。 

 

チェックリストを確認の上、訂正を行ってください。  
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⑧ チェックリストの内容を確認したことを発注者に知らせるため、 発注者に連絡 ボタンをクリックしてください。 

（このとき、加えて電話等で発注者に連絡していただくと、よりスムーズに調整ができます。） 

 

チェックリストを確認の上、訂正を行ってください。  
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⑨ 後日、発注者より「副産物システム 「確認済みマーク」付与のお知らせ」の E-Mail が届けば、確認作業は終了です。 
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１５ 自登録工事の集計を行う 
 

排出事業者では、本システムに自ら登録した情報について､各種集計機能がご用意されています。 

［集計機能］  
 

① 画面上部の 集計機能 ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 自機関発注工事の集計対象工事の絞り込み条件を入力します。 

入力が済んだら 確定 ボタンをクリックしてください。 
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③ 集計区分・集計表選択画面が表示されます。 

集計区分（発注機関別もしくは工事場所別）、集計表の種類を選択して 確定 ボタンをクリックしてください。 
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④ 集計結果画面が表示されます。 

集計結果の詳細ファイル（Excel 形式）を出力するには、 出力 ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集計区分（発注機関別ま

たは工事場所別）、及び集

計表を選択します 
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集計機能で出力できる集計表の種類は以下の表のとおりです。 

 

【集計結果表一覧】 

集計区分と集計表種類 集計結果表名称 

登録工事件数※ 登録工事件数 

リサイクル実績リスト 建設資材利用量（現場内利用含む） 

リサイクル実績リスト 建設資材利用量（現場内利用含む:但し、100％現場内利用を除く）

リサイクル実績リスト 建設資材利用量（現場内利用除く） 

リサイクル実績リスト 建設副産物搬出（発生量ベース） 

リサイクル実績リスト

（総括表） 

リサイクル実績リスト 建設副産物搬出（搬出量ベース） 

リサイクル実績リスト（詳細） －ｺﾝｸﾘｰﾄ、ｺﾝｸﾘｰﾄ及び鉄から成る建設資材－ 

リサイクル実績リスト（詳細） －木材、アスファルト混合物－ 

リサイクル実績リスト（詳細） －土砂、砕石－ 

リサイクル実績リスト（詳細） －塩ビ管・継手、石膏ボード－ 

リサイクル実績リスト（詳細） －ｺﾝｸﾘｰﾄ塊、建設発生木材A－ 

リサイクル実績リスト（詳細） －ｱｽﾌｧﾙﾄ・ｺﾝｸﾘｰﾄ塊、その他がれき類－ 

リサイクル実績リスト（詳細） －建設発生木材B、建設汚泥－ 

リサイクル実績リスト（詳細） －金属くず、廃塩化ビニル管・継手－ 

リサイクル実績リスト（詳細） －廃プラスチック、廃石膏ボード－ 

リサイクル実績リスト（詳細） －紙くず、アスベスト－ 

リサイクル実績リスト（詳細） －その他の分別された廃棄物、混合状態の廃棄物－ 

リサイクル実績リスト

（詳細表） 

リサイクル実績リスト（詳細） －建設廃棄物計、建設発生土－ 

発

注

機

関

別 

も

し

く

は

工

事

場

所

別 

運搬距離 建設副産物の運搬距離(加重平均） 

※登録工事件数の集計は、発注機関別のみ集計可能。 

 

 



 

 
１６ お問い合わせ先 
 
建設副産物情報交換システムに関するお問い合わせは、下記までお願い致します。 

 

 

 
          お問合わせはこちらにどうぞ 

一般財団法人 日本建設情報総合センター（ＪＡＣＩＣ） 内 

建設副産物情報センター 
TEL 03-3505-0410  FAX 03-3505-0520 

HP http://www.recycle.jacic.or.jp 

e-mail  recycle@jacic.or.jp 

お問合せ受付時間 AM 9：30 ～ PM 5：30 （土日祝日除く） 
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